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問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

担当地区の⾼高齢者、若若年年者の情報を⺠民⽣生委員へ情報提供する必要がある。
担当地区へ全⼾戸訪問は困難であり問題がありそうな家庭などを少しは把握できる体制が
必要だから。
交通危険個所の解消。災害危険個所の周知。信頼関係の増進。
街の活性化（若若者の定住化）いかにこの双海町が他より魅⼒力力のある街かこれから努⼒力力し
ていかないといけないと思います。
住⺠民同⼠士の信頼関係を築く。
⼦子どもが暮らしやすい様、また増えるように安価な住宅宅を建てて、⼈人⼝口を増やす。
⼈人⼝口減少により農協、銀⾏行行、商店など減ってきて住⺠民はとても不不便便だ。⼈人⼝口は少なく
なっても、利利⽤用する者はいるのに、わざわざ遠出しなくてはならない。

⾼高齢化により、ますます暮らしにくくなっている。⼤大型スーパーのように１か所で⽤用事
が済むような設備があれば良良いな。
地域の⽅方々が⼈人を思いやる気持ちの優しい⽅方が多く、⾼高齢者の⼀一⼈人暮らしをされている
⽅方などにも、困っている時、ご近所の⼈人たちが⾒見見守って、⼿手助けされているので、特に
これといってありません。

⾼高齢化が進んでいる。⾼高齢者相互のコミュニケーションが必要。⾼高齢者で、⽼老老々介護者
になる確率率率が多く、⾒見見守り員との連携が必要。
⼀一⼈人暮らしの家庭が多く、買い物にも不不便便を感じている⼈人が多いので、バスをもっと多
くしてほしいと思います。
私の地区では、新しい住宅宅が増え、⼦子供さんも多く⾼高齢者の⽅方も多い地域になります
が、公園とかいこいの場が全然ありません。特に伊予市内はそのやすらぎの場という
か、ひと休み出来るような場所があってもいいと思います。（管理理するのも⼤大変なこと
だと思いますが、ここからでもボランティアの⽅方が出来て、美しく町づくりができると
思います。）
最近感じるのは、交通の便便が悪い事、⾦金金融機関の窓⼝口業務がなくなり、⾼高齢者はATMと
か使いにくい。⾷食料料品の販売が少ないため、移動スーパーに頼っている。ガソリンスタ
ンドがないため旧伊予市まで出かけなくてはいけないこと。不不便便なため、若若者が住んで
みたがらないので、町道の草が伸びて村が荒廃していくのがよくわかる。ボランティア
で草刈りしても追いつきません。
⾃自助、共助の前に公助を充実させて⼤大災害が発⽣生してもすみやかに避難できる場所を確
保しておくことが⼤大切切（現在の避難場所は危険なところが多い）
⾼高齢化に伴い後継者もなく農地の保全が難しくなっているところが多く地域の負担も増
している（受け⽫皿となる仕組みが必要）
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問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

担当地区の⾼高齢者、若若年年者の情報を⺠民⽣生委員へ情報提供する必要がある。
担当地区へ全⼾戸訪問は困難であり問題がありそうな家庭などを少しは把握できる体制が
必要だから。
交通危険個所の解消。災害危険個所の周知。信頼関係の増進。
街の活性化（若若者の定住化）いかにこの双海町が他より魅⼒力力のある街かこれから努⼒力力し
ていかないといけないと思います。
住⺠民同⼠士の信頼関係を築く。
⼦子どもが暮らしやすい様、また増えるように安価な住宅宅を建てて、⼈人⼝口を増やす。
⼈人⼝口減少により農協、銀⾏行行、商店など減ってきて住⺠民はとても不不便便だ。⼈人⼝口は少なく
なっても、利利⽤用する者はいるのに、わざわざ遠出しなくてはならない。

⾼高齢化により、ますます暮らしにくくなっている。⼤大型スーパーのように１か所で⽤用事
が済むような設備があれば良良いな。
地域の⽅方々が⼈人を思いやる気持ちの優しい⽅方が多く、⾼高齢者の⼀一⼈人暮らしをされている
⽅方などにも、困っている時、ご近所の⼈人たちが⾒見見守って、⼿手助けされているので、特に
これといってありません。

⾼高齢化が進んでいる。⾼高齢者相互のコミュニケーションが必要。⾼高齢者で、⽼老老々介護者
になる確率率率が多く、⾒見見守り員との連携が必要。
⼀一⼈人暮らしの家庭が多く、買い物にも不不便便を感じている⼈人が多いので、バスをもっと多
くしてほしいと思います。
私の地区では、新しい住宅宅が増え、⼦子供さんも多く⾼高齢者の⽅方も多い地域になります
が、公園とかいこいの場が全然ありません。特に伊予市内はそのやすらぎの場という
か、ひと休み出来るような場所があってもいいと思います。（管理理するのも⼤大変なこと
だと思いますが、ここからでもボランティアの⽅方が出来て、美しく町づくりができると
思います。）
最近感じるのは、交通の便便が悪い事、⾦金金融機関の窓⼝口業務がなくなり、⾼高齢者はATMと
か使いにくい。⾷食料料品の販売が少ないため、移動スーパーに頼っている。ガソリンスタ
ンドがないため旧伊予市まで出かけなくてはいけないこと。不不便便なため、若若者が住んで
みたがらないので、町道の草が伸びて村が荒廃していくのがよくわかる。ボランティア
で草刈りしても追いつきません。
⾃自助、共助の前に公助を充実させて⼤大災害が発⽣生してもすみやかに避難できる場所を確
保しておくことが⼤大切切（現在の避難場所は危険なところが多い）
⾼高齢化に伴い後継者もなく農地の保全が難しくなっているところが多く地域の負担も増
している（受け⽫皿となる仕組みが必要）

問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

交通安全施設等の損傷不不備の早期改善
経済的に困窮しても⽣生活を維持できる公的⽀支援の充実
⼤大⼈人のひきこもりに対して早期からの⽀支援
災害時の避難場所の充実
安⼼心して暮らせるまちづくりの為には、住⺠民相互に助け合いの精神を養い様々な問題を
互いに考えて悩み事の無い⽇日々が送れる様にすることが⼤大切切である。
町の役員を複数兼務しているが、⺠民⽣生委員も含め、役を引き受けてくれる⼈人がほとんど
いない。⾃自分の持っている能⼒力力をもっと発揮してくれたらいいと思うがなかなか⼤大変。
「時代の流流れなのかなー」と思いますが…
地区内の⼀一⼈人暮らしの⽼老老⼈人や⼦子供（問題の⼈人、障がいの⼈人）等の詳しい情報が欲しいです。
住⺠民が気軽に集まれる場所（近隣隣）があればと思います。申し込み⼿手続きとか不不要なふ
と⽴立立ち寄れると⾼高齢者（独居）の⽅方など喜ばれるのでは︖？空家空地等無償で提供利利⽤用無
理理な事でしょうか。

近くでもタクシー利利⽤用されている⾼高齢者、料料⾦金金をもっと安くならないでしょうか。
防災への備え︓：災害の少ない地域なので、私達住⺠民に危機意識識があまりない。各地域で
助け合える体制づくりや、防災への備品の備えを充実させたい。
⼦子どもの育ちを⽀支える環境︓：最近の⼦子供たちがとても素直で従順。しかし、少しおとな
しすぎるのではないかと⼼心配している。特にコロナ禍もあって、外で元気に戯れている
⼦子供を⾒見見ない。⼦子供はもっとはみ出してもらいたい。元気で活発でエネルギーのある地
域の⼦子供が育つように、学校と連携しつつ地域や市全体の取組があれば良良いと思う。
⾼高齢者が無料料で集まりサービスできる場所（できれば⾵風呂呂付等）を復復帰することを望ん
でいる。
デマンドタクシーは有難いが、旧伊予市と上灘〜～下灘間の⾞車車輛交通が欲しい。（JRの関
係もあるが︖？）⾼高齢者や⾼高校⽣生が困っている。
各集落落での定例例会のようなことを毎⽉月最低１回位は、地域の⼈人が集い合う機会がある事
が個⼈人も地域も前進することになると思う。
今はコロナ禍での中で様々な事が制限されているためあまり「まちづくり・・・」等に
ついて深く考える事が出来ない気分です。すみません。
今はコロナで出来ないが、⾼高齢者同⼠士が集まって世間話し、体調の事でもいい、お茶茶で
も飲んで話し合う機会が多くあるといいと思う。
伊予市と区⻑⾧長さんや⺠民⽣生委員、⾼高齢者⾒見見守り員さん、学校関係者等いろんな情報が共有
できれば良良いと思う。児童幼児など個⼈人情報があって困っている世帯が分かりにくい。
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問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

⾏行行政に対する信頼関係加えて、⺠民⽣生児童委員に対する信頼関係の構築が住みよいまちづ
くりの根底にあると考えています。その信頼関係があれば、⾃自由に安⼼心して相談できる
体制ができる。安⼼心して住みよいまちづくりにつながると思っている。
信頼関係の構築、これほど難しい問題はない。⾃自らの⽇日頃の⾏行行動や活動から構築される
もので特効薬はない。何事も相⼿手の⽴立立場になって真剣に考え対応する事だと考えてい
る。
住みよいまちづくり→①⾃自助②共助③公助の順で私達が作り上げるもの。
市の中⼼心部は便便利利で⾏行行政の制度度やサービスも受けやすいが、⼭山間部、海岸部と伊予市の
地域は多岐にわたるため、本当に助けが必要な所を助けられる地域の共⽣生が⽋欠かせない
が、サロンなどお世話して下さる⽅方々の⾼高齢化もこれから進んで⾏行行くため後継者不不⾜足が
深刻である。
また、コロナにより⾏行行事は中⽌止が多く、コロナが終息したとしても再開するには制限も
多くなると思うので、再開できるように後押ししてくれる体制も必要じゃないでしょう
か。
伊予市郡中地区⺠民⽣生児童委員年年間⾏行行動計画に〝これからの伊予市に愛の輪輪を広げる会〟
への協⼒力力参加が唱われている。H29年年に⽴立立ち上げた当時は⺠民⽣生委員全員参加、区⻑⾧長さん
も参加していたのに、現況は３名程度度の⺠民⽣生委員が偶数付きの第４⽕火曜⽇日に参加して区
⻑⾧長数名、議員数名の参加で話し合いをしている状況で盛り上がりがありません。〝会の
⽬目的は当初の介護保険制度度を維持してゆくには私たちの活動を通じて⽀支え合う社会の実
現のためにはどの様な事を⾏行行っていけば良良いのか皆さん全員で考えなさいとの厚労省省か
らの依頼から出発している〟にもかかわらず前向きに集まって、そのことについて話し
合うという気概が感じられず残念念な思いでいっぱいである。
防犯、防災対策にもっと⼒力力を⼊入れてほしい。コロナ禍で無理理なこともあるが、避難訓練
等⼜又防犯訓練等早くできるようになればいいと思う。（⼈人数を少なくして何回も⼀一⼈人が
⼀一回は参加できるように）
防災対策をしっかり市⺠民に分かりやすく⽰示してほしい。
私の住んでいる地域にはいろんな世代の⼈人が住んでいます。共働き家庭も多いのでそれ
ぞれの家庭の実情を知ることは難しいです。そのため問題のある家庭については関係機
関からの情報を共有させてもらい、いつでも⼿手助けできるような体制にしておくことが
必要だと思います。どんな⼈人も孤⽴立立させないことが⼤大事だと思います。
地域住⺠民の⼒力力では無理理がある⽔水路路等の除草、泥泥上げを⾏行行政で
⺠民間セキュリティ会社と並⾏行行して独居の⾼高齢者が緊急時に簡単な操作で必要な所へ通報
できるシステムの構築
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問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

⾏行行政に対する信頼関係加えて、⺠民⽣生児童委員に対する信頼関係の構築が住みよいまちづ
くりの根底にあると考えています。その信頼関係があれば、⾃自由に安⼼心して相談できる
体制ができる。安⼼心して住みよいまちづくりにつながると思っている。
信頼関係の構築、これほど難しい問題はない。⾃自らの⽇日頃の⾏行行動や活動から構築される
もので特効薬はない。何事も相⼿手の⽴立立場になって真剣に考え対応する事だと考えてい
る。
住みよいまちづくり→①⾃自助②共助③公助の順で私達が作り上げるもの。
市の中⼼心部は便便利利で⾏行行政の制度度やサービスも受けやすいが、⼭山間部、海岸部と伊予市の
地域は多岐にわたるため、本当に助けが必要な所を助けられる地域の共⽣生が⽋欠かせない
が、サロンなどお世話して下さる⽅方々の⾼高齢化もこれから進んで⾏行行くため後継者不不⾜足が
深刻である。
また、コロナにより⾏行行事は中⽌止が多く、コロナが終息したとしても再開するには制限も
多くなると思うので、再開できるように後押ししてくれる体制も必要じゃないでしょう
か。
伊予市郡中地区⺠民⽣生児童委員年年間⾏行行動計画に〝これからの伊予市に愛の輪輪を広げる会〟
への協⼒力力参加が唱われている。H29年年に⽴立立ち上げた当時は⺠民⽣生委員全員参加、区⻑⾧長さん
も参加していたのに、現況は３名程度度の⺠民⽣生委員が偶数付きの第４⽕火曜⽇日に参加して区
⻑⾧長数名、議員数名の参加で話し合いをしている状況で盛り上がりがありません。〝会の
⽬目的は当初の介護保険制度度を維持してゆくには私たちの活動を通じて⽀支え合う社会の実
現のためにはどの様な事を⾏行行っていけば良良いのか皆さん全員で考えなさいとの厚労省省か
らの依頼から出発している〟にもかかわらず前向きに集まって、そのことについて話し
合うという気概が感じられず残念念な思いでいっぱいである。
防犯、防災対策にもっと⼒力力を⼊入れてほしい。コロナ禍で無理理なこともあるが、避難訓練
等⼜又防犯訓練等早くできるようになればいいと思う。（⼈人数を少なくして何回も⼀一⼈人が
⼀一回は参加できるように）
防災対策をしっかり市⺠民に分かりやすく⽰示してほしい。
私の住んでいる地域にはいろんな世代の⼈人が住んでいます。共働き家庭も多いのでそれ
ぞれの家庭の実情を知ることは難しいです。そのため問題のある家庭については関係機
関からの情報を共有させてもらい、いつでも⼿手助けできるような体制にしておくことが
必要だと思います。どんな⼈人も孤⽴立立させないことが⼤大事だと思います。
地域住⺠民の⼒力力では無理理がある⽔水路路等の除草、泥泥上げを⾏行行政で
⺠民間セキュリティ会社と並⾏行行して独居の⾼高齢者が緊急時に簡単な操作で必要な所へ通報
できるシステムの構築

問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

⼭山間地では特に防災は重要になってくると思う。その為には「⼈人」の動き。住⺠民の動向
を知ることが⼤大事。そのためには、有事時には、住⺠民の台帳がすぐにわかることが⼤大
事、熱海の災害や南予の⽔水害の時でも安否確認に時間が掛かりすぎる。守秘義務のこと
はあるが、事が起こった時、公的機関のどこへ⾏行行けば分かるかを明確にしておくことは
⼤大事。
いろいろな⾏行行事に⼀一⼈人でも多くの特に⽼老老⼈人をひっ張りだすこと。そして、安否確認がで
きる場をつくることもいいと思う。

⼦子どもたちが安全安⼼心に外遊びができる防災公園の整備
今の世の中、動きが早くて中々、⼼心にゆとりが持ててないように思います。便便利利のいい
国になった分何か忘れ去られている事がある様に思えます。家族の絆、お隣隣のお付き合
い、些細な事から険悪になることもあると思います。思いやりとか、感謝の気持ちを
もっと⼤大切切に思う⼼心の勉強をする時期かなと思います。

福祉の活動をするのに福祉だけに限ってしまうのでなく、他の分野産業・教育・雇⽤用・
⾃自然環境保全などと連携させて実⾏行行した⽅方がいいと思います。縮⼩小社会、停滞する経済
状況の中で個々の活動が別々に⾏行行われても効果が上がりにくい。経済が上向きの時代に
は個々の活動が別々に⾏行行われてもおのずから⾃自然とそれぞれの活動が繋がっていきま
す。今の⼈人⼝口減少社会では、１つの活動に多くの役割を込めた⽅方が実効性があります。
例例として農業の耕作放棄地が問題になったとして、その農地を借受け⾼高齢者の菜園づく
り活動に使い、⾝身体機能の維持、健康づくりコミュニケーション活動にもなり、連絡交
流流はスマホで⾏行行いそこでデジタル教育も⾏行行い、また⼦子供と野外活動の⼀一助にもなり、⼦子
供と⾼高齢者の交流流もし、また、農園の維持管理理に若若い⼈人の⼿手を借りるため就職先として
雇⽤用にもつなげるというように。１つの活動に農業、福祉、産業、教育、雇⽤用のすべて
を含みこんだ活動をしたらいいと思います。国や県の補助⾦金金の関係が難しくさせるかも
しれませんし、⾏行行政のセクション分けがやりにくいと思われますが。
もう⼀一つはしてほしい事、こんなことをやってほしいという要望を様々な⼈人に聞いて、
その中で多い要望を実⾏行行するのではなく、誰もが思ってもみなかったこと、出来ればこ
んなサービス欲しかったんだというような施策を考えて実⾏行行する⽅方がいいと思う。うま
くいかなかったら今度度はダメな事、使い勝⼿手の悪いことをみんなに聞いて改善していく
⽅方向にした⽅方がいいと思う。アップルのiPodは誰も欲しいとは⾔言わなかったのに、モノ
が世の中に出て、こんなもの欲しかったとみんなが⾶飛びついた。意識識の上に上がってこ
ない欲求とか要望が必ずあると思うので、それを探し当ててほしい。みんなの要望を聞
いて作り上げたが出来てみると全体的に使いにくいものになって役に⽴立立たなかったとい
うことにはならないでほしいと思っています。
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問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

担当地区内に市営団地を擁しますが、団地への⼊入居、退去者名簿が公表されず（個⼈人情
報絡み）広報委員、⺠民⽣生、⾼高齢者⾒見見守り、地区社協など各活動に⽀支障が出ております。
現状は、団地内で事案が発⽣生すれば後⽇日、市住宅宅課、⻑⾧長寿介護課、包括⽀支援など関係す
る課から⺠民⽣生委員に協⼒力力依頼の連絡が⼊入ります。対応はしておりますが解決に遅延が⽣生
じるのではないかと危惧しております。
独居⾼高齢者が増え続ける現状を鑑みれば個⼈人情報である守秘義務なんて⾔言っていられな
いのではないでしょうか。
市営住宅宅に⼊入る際、名前、年年齢程度度は区に公表しますと、⼊入居条件に付けられないので
しょうか。半数近くが表札の掲⽰示がありません。
昨今は個⼈人情報の保護やプライバシーの問題があり、地域の中でも関わりを持つことが
困難になっていて、⼈人と繋がることが難しくなっています。また、その状態を理理由にし
て活動を抑えるような状況を良良しとしているところもあります。
広い範囲を掌握しようとするのではなく、⼩小さな輪輪をつなげて結果みんながどこかでつ
ながっているという状態になればいろんな事がうまく廻ってゆくと思います。その意味
でも、地域の中にたくさんの核となる⼈人材を作っていけたらと願っています。
若若者が地域に残れる町（仕事とか⼦子育て⽀支援）
不不安、⼼心配、困り事など、誰でもが、どこへ誰に相談すればよいのか知らない⼈人が多
い。もっと気軽に相談できる、話せる地域になればいいと思う。⼩小さい事から、できる
事から、むずかしい事はできないけれど、お⼿手伝いから開始できるのでは。

⾼高齢者に対する交通。買物などが不不便便です。
⾏行行⽅方不不明者を早く⾒見見つけられるようなGPS等を活⽤用したシステムの構築
広報区単位で安⼼心安全体制確保作り（防災と２本柱に）
⽇日頃から近隣隣同⼠士が連携を密にしていく。
⼀一⼈人暮らし⾼高齢者に⽬目を向けているが「こころ」のケアに気を付ける。
若若者が少なく10年年後には⽼老老々応援になる可能性があり、今のうちに⼀一考する必要があ
る。
昭和の良良き時代の地域の⼈人々の「つながり」を⼤大事にし、より⼀一層の結束が必要と考え
ます。（⼈人と⼈人とのつながりが希薄になってきていて⼼心配しています。今こそ地区・地
域の住⺠民が⼀一考すべき時です。)

我が⿃鳥ノ⽊木団地は⾼高齢化しておりますが、みんなが協⼒力力して団地内を清掃してくれてお
ります。私、⺠民⽣生委員として⼀一⼈人で抱え込まずに、相談しやすい環境作りそして⾏行行政と
のパイプ役として今後も活動していきたいと思っております。よろしく御指導お願いし
ます。
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問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

担当地区内に市営団地を擁しますが、団地への⼊入居、退去者名簿が公表されず（個⼈人情
報絡み）広報委員、⺠民⽣生、⾼高齢者⾒見見守り、地区社協など各活動に⽀支障が出ております。
現状は、団地内で事案が発⽣生すれば後⽇日、市住宅宅課、⻑⾧長寿介護課、包括⽀支援など関係す
る課から⺠民⽣生委員に協⼒力力依頼の連絡が⼊入ります。対応はしておりますが解決に遅延が⽣生
じるのではないかと危惧しております。
独居⾼高齢者が増え続ける現状を鑑みれば個⼈人情報である守秘義務なんて⾔言っていられな
いのではないでしょうか。
市営住宅宅に⼊入る際、名前、年年齢程度度は区に公表しますと、⼊入居条件に付けられないので
しょうか。半数近くが表札の掲⽰示がありません。
昨今は個⼈人情報の保護やプライバシーの問題があり、地域の中でも関わりを持つことが
困難になっていて、⼈人と繋がることが難しくなっています。また、その状態を理理由にし
て活動を抑えるような状況を良良しとしているところもあります。
広い範囲を掌握しようとするのではなく、⼩小さな輪輪をつなげて結果みんながどこかでつ
ながっているという状態になればいろんな事がうまく廻ってゆくと思います。その意味
でも、地域の中にたくさんの核となる⼈人材を作っていけたらと願っています。
若若者が地域に残れる町（仕事とか⼦子育て⽀支援）
不不安、⼼心配、困り事など、誰でもが、どこへ誰に相談すればよいのか知らない⼈人が多
い。もっと気軽に相談できる、話せる地域になればいいと思う。⼩小さい事から、できる
事から、むずかしい事はできないけれど、お⼿手伝いから開始できるのでは。

⾼高齢者に対する交通。買物などが不不便便です。
⾏行行⽅方不不明者を早く⾒見見つけられるようなGPS等を活⽤用したシステムの構築
広報区単位で安⼼心安全体制確保作り（防災と２本柱に）
⽇日頃から近隣隣同⼠士が連携を密にしていく。
⼀一⼈人暮らし⾼高齢者に⽬目を向けているが「こころ」のケアに気を付ける。
若若者が少なく10年年後には⽼老老々応援になる可能性があり、今のうちに⼀一考する必要があ
る。
昭和の良良き時代の地域の⼈人々の「つながり」を⼤大事にし、より⼀一層の結束が必要と考え
ます。（⼈人と⼈人とのつながりが希薄になってきていて⼼心配しています。今こそ地区・地
域の住⺠民が⼀一考すべき時です。)

我が⿃鳥ノ⽊木団地は⾼高齢化しておりますが、みんなが協⼒力力して団地内を清掃してくれてお
ります。私、⺠民⽣生委員として⼀一⼈人で抱え込まずに、相談しやすい環境作りそして⾏行行政と
のパイプ役として今後も活動していきたいと思っております。よろしく御指導お願いし
ます。

問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

私たちの地域は新興住宅宅が増し地域住⺠民との関わりが希薄になるなか、８⽉月には「ふれ
あい夏祭り」また、年年末には敬⽼老老会中⼼心で３世代交流流「餅つき⼤大会」愛護班では「クリ
スマス会」と地域での交流流を図っているが、年年々地域での⼆二極化が進みボランティア活
動にも⽀支障（若若い世代は仕事が忙しく参加はするが世話⼈人は︖？）が︕！愛護班との交流流・
コミュニケションを図り世代間の意⾒見見交換場所も必要である。
担当地域は電⾞車車通学と特異異な地域でもあり朝の通学時は地域のボランティア＆愛護班保
護者での⾒見見守り活動実施。⼜又、通学児童・⾼高齢者の安全観点から駅舎改装【５年年前に伊
予鉄に要請＊県・市会議員さんの協⼒力力を仰ぐ）本年年、令令和３年年７⽉月〜～バリアフリー化⼯工
事実施（９⽉月末⼯工事完了了）。
⾼高齢化が進み⼀一⼈人暮らし⾼高齢者と同時に昼間独居（若若い世代は仕事で不不在）の⾼高齢者の
安否も⼼心配である。特に災害時での要⽀支援者の避難⽀支援対応には限界を感じる（個⼈人情
報の関係で関わり⽅方に⾮非常に気を使う）関係機関との情報共有化にも⽀支障があり対応に
苦慮しているのが現実である。

双海町は⾃自然に囲まれ緑豊か海も星空も素晴らしい町です。以前は、有形無形の財産が
たくさん残されていましたが、個⼈人情報やらプライバシー、パワハラなど異異常に個⼈人の
事ばかりを⼤大事にする時代になり⼤大きな転換期を迎えている時期かと思いますが、寂し
さも感じます。1947〜～1951年年⽣生まれの団塊の世代も年年々歳を取りこの後、若若い⽅方たち
にこの町はこんなにすばらしい⾃自然があり、⼦子育てにも環境がいい働く所もあるとなれ
ば、移住される⽅方も増えるかなとは思います。楽しくて居⼼心地のいい町にするのが最善
ですが難しい課題も多いですね。
（上灘には、5丁⽬目天⼀一神社のお旅所に⼩小さな公園がありますが、⽼老老朽化しておりブラン
コも使えません。⽊木陰がある屋根付きベンチなど設置すれば⽼老老⼈人⼦子どもも喜ぶと思いま
す。）
限界集落落の打開
防犯のために街灯を増やしてほしい。
旧県道は道端が狭いが特に出勤時は速度度を守らず⾛走⾏行行する⾞車車が多い。⾃自転⾞車車や登校時の
⽣生徒の横を速度度を落落とさず、すり抜けている。相⼿手に譲る離離合の姿勢がみられないのぼ
りを⽴立立てるなど対策は必⽤用ではないか。
住んでいない家屋が増えている。持ち主に整備をお願いしたい。
私の担当する地区は、少⼦子化、過疎化が進み空家も増えています。⽼老老々介護の家庭も普
通に有ります。急に⼈人⼝口が増えることは無理理だと思いますが、これからの若若い⼈人達が何
⼈人産んでも安⼼心して⼦子育てができる環境を作る努⼒力力が必要なのではないかと思います。
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問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

若若い世代が少なく、ひとり暮らしの⾼高齢者や夫婦のみの⾼高齢者が増加しています。地域
全体で⾒見見守り⽀支え合う仕組みが出来ればいいと思う。

住⺠民（⾼高齢者、こども、障がい者など）の中では相談事は、主に⾼高齢者の⽣生活に関して
が多いです。夜中にいきなりの訪問、夜中の散歩、ゴミを出す⽇日時や出すゴミの間違
い。⾷食事の作りすぎ、⾜足が不不⾃自由になり、外出できない。買物の依頼などなど多数あり
ます。⾼高齢者の⽅方々の対応は、基本的には⾼高齢者⾒見見守り員の⽅方と、連携して関わってい
ます。１⼈人暮らしの⾼高齢者の家族への連絡をして、実情を把握していただきます。遠⽅方
の家族や親戚の⽅方々と対⾯面して会話を重ねると、実情も理理解して頂き、信頼してもらえ
ました。
地域や隣隣⼈人の⽅方々の⾼高齢者を⾒見見る⽬目は、どなたも温かく『いずれ⾃自分も通る道』と思っ
ていらっしゃる⽅方々がほとんどで協⼒力力を得る事が出来ます。
※⾃自治体の世話役と、地域住⺠民の関係が良良いことがお互いの信頼関係が築けることが問
題解決への⼀一歩だと思います。そのためには、お互いのコミュニケーションが⼤大切切で
す。住⺠民同⼠士がお互いをよく知るためには、ゴミ出しや回覧板を渡す時の挨拶だけでな
く、⽇日常交流流できる場が必要だと思います。⿃鳥ノ⽊木団地では、無⼈人の家を活動の場所と
して提供し、情報交換や体操や趣味の会をしています。⽼老老⼈人会も集会所で卓球、カラオ
ケ、囲碁などなどいろいろ取り組んでいます。集会できる場所づくり…空家の活⽤用（で
きれば、助成⾦金金を）を⾃自治体がさらに率率率先してほしいです。
※市⺠民の健康づくりや、レクリエーションなどのための場として、市役所の会議室など
は、市⺠民には無料料にしてほしいとの声を聴きます。無料料とはいかなくても、値下げし
て、誰でも気軽に集まれる場所の提供を率率率先してお願いします。
※消防署や、市役所で町内放送をされますが、⾏行行⽅方不不明者捜索索への依頼だけでなく、保
健センターの健診案内などなど、市のほうで⼒力力を⼊入れたい事柄などなどは、市の広報、
伊予市だより…⽬目で⾒見見ることが億劫になっている⼈人の増加に合わせていろいろ⼯工夫して
ほしいところです。
※巡回バスについて…⾼高齢者が⾃自転⾞車車から倒れて蹲っているとの通報を受け、⾃自宅宅まで
送り届けました。【誰でも、⼿手を上げたら、どこでも乗り降降りでき100円】にしたら、
住⺠民は市内へ、安価で安⼼心していけます。交通事故も減るだろうし、⾼高齢者も⾃自動⾞車車の
運転免許証を返却できます。市の⽅方も収益が上がるかもしれませんね。可能ならば、団
塊の世代が後期⾼高齢者の突⼊入する３年年以内で実⾏行行していただければと思います。
思いつくまま、とりとめもなく書きました。

問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

１．地域防災の充実を図る。
①町内会の回覧板等で周知する（⾃自分たちの避難場所・災害時に備えておく物等々）
②近所の⾼高齢者（⼀一⼈人暮らしの⽅方）の連絡網を作る。⽀支援が必要な⼈人の配慮（具体的
に）
２．特殊詐欺の注意啓発
①事例例を作成し、各家庭に配布する。
３．⾼高齢者が⾃自由に集まり近所の事や世間話をするところ、機会を作る。
４．ご近所花いっぱい運動を⾏行行い、ご近所コミュニティの充実、ミニボランティアの喜
びを図る。
住⺠民同⼠士の⼈人間関係を深める努⼒力力が必要だと思う。声かけの第⼀一歩は挨拶だと思う（挨
拶運動）
⺠民⽣生委員と区⻑⾧長さんとの話し合う機会を⽉月1回でも持ち、意⾒見見交換、相談があれば良良い。
⼀一⼈人暮らしや⾼高齢者の健康状態を把握しておくためにも⺠民⽣生委員や⾒見見守りの⼈人との連携
を密にする。
コロナのためにいろいろ⾏行行事がなかったが、地域の⾏行行事を今後どんどん⾏行行って地域の活
性化につなげてほしい。
地域で⼦子供の数が減少している。出産育児が安⼼心してできる環境を作ることが⼤大切切。
（経済⾯面や施設の充実）
夜間の灯りを増やす（下校時の⽣生徒の安全のため）
サロンの充実（内容と補助⾦金金増）
⾼高齢者、⼦子供達の遊び場、活動の場としての広場公園を増す。
⾃自然災害に備えて避難訓練や避難場所の周知や充実
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問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

若若い世代が少なく、ひとり暮らしの⾼高齢者や夫婦のみの⾼高齢者が増加しています。地域
全体で⾒見見守り⽀支え合う仕組みが出来ればいいと思う。

住⺠民（⾼高齢者、こども、障がい者など）の中では相談事は、主に⾼高齢者の⽣生活に関して
が多いです。夜中にいきなりの訪問、夜中の散歩、ゴミを出す⽇日時や出すゴミの間違
い。⾷食事の作りすぎ、⾜足が不不⾃自由になり、外出できない。買物の依頼などなど多数あり
ます。⾼高齢者の⽅方々の対応は、基本的には⾼高齢者⾒見見守り員の⽅方と、連携して関わってい
ます。１⼈人暮らしの⾼高齢者の家族への連絡をして、実情を把握していただきます。遠⽅方
の家族や親戚の⽅方々と対⾯面して会話を重ねると、実情も理理解して頂き、信頼してもらえ
ました。
地域や隣隣⼈人の⽅方々の⾼高齢者を⾒見見る⽬目は、どなたも温かく『いずれ⾃自分も通る道』と思っ
ていらっしゃる⽅方々がほとんどで協⼒力力を得る事が出来ます。
※⾃自治体の世話役と、地域住⺠民の関係が良良いことがお互いの信頼関係が築けることが問
題解決への⼀一歩だと思います。そのためには、お互いのコミュニケーションが⼤大切切で
す。住⺠民同⼠士がお互いをよく知るためには、ゴミ出しや回覧板を渡す時の挨拶だけでな
く、⽇日常交流流できる場が必要だと思います。⿃鳥ノ⽊木団地では、無⼈人の家を活動の場所と
して提供し、情報交換や体操や趣味の会をしています。⽼老老⼈人会も集会所で卓球、カラオ
ケ、囲碁などなどいろいろ取り組んでいます。集会できる場所づくり…空家の活⽤用（で
きれば、助成⾦金金を）を⾃自治体がさらに率率率先してほしいです。
※市⺠民の健康づくりや、レクリエーションなどのための場として、市役所の会議室など
は、市⺠民には無料料にしてほしいとの声を聴きます。無料料とはいかなくても、値下げし
て、誰でも気軽に集まれる場所の提供を率率率先してお願いします。
※消防署や、市役所で町内放送をされますが、⾏行行⽅方不不明者捜索索への依頼だけでなく、保
健センターの健診案内などなど、市のほうで⼒力力を⼊入れたい事柄などなどは、市の広報、
伊予市だより…⽬目で⾒見見ることが億劫になっている⼈人の増加に合わせていろいろ⼯工夫して
ほしいところです。
※巡回バスについて…⾼高齢者が⾃自転⾞車車から倒れて蹲っているとの通報を受け、⾃自宅宅まで
送り届けました。【誰でも、⼿手を上げたら、どこでも乗り降降りでき100円】にしたら、
住⺠民は市内へ、安価で安⼼心していけます。交通事故も減るだろうし、⾼高齢者も⾃自動⾞車車の
運転免許証を返却できます。市の⽅方も収益が上がるかもしれませんね。可能ならば、団
塊の世代が後期⾼高齢者の突⼊入する３年年以内で実⾏行行していただければと思います。
思いつくまま、とりとめもなく書きました。

問18 　あなたの担当地区で住⺠民が安⼼心して暮らせるまちづくりのために必要だと思わ
 　 　 　れることをご⾃自由にお書きください。

※回答は原則、原⽂文のまま掲載しています。
記述内容

１．地域防災の充実を図る。
①町内会の回覧板等で周知する（⾃自分たちの避難場所・災害時に備えておく物等々）
②近所の⾼高齢者（⼀一⼈人暮らしの⽅方）の連絡網を作る。⽀支援が必要な⼈人の配慮（具体的
に）
２．特殊詐欺の注意啓発
①事例例を作成し、各家庭に配布する。
３．⾼高齢者が⾃自由に集まり近所の事や世間話をするところ、機会を作る。
４．ご近所花いっぱい運動を⾏行行い、ご近所コミュニティの充実、ミニボランティアの喜
びを図る。
住⺠民同⼠士の⼈人間関係を深める努⼒力力が必要だと思う。声かけの第⼀一歩は挨拶だと思う（挨
拶運動）
⺠民⽣生委員と区⻑⾧長さんとの話し合う機会を⽉月1回でも持ち、意⾒見見交換、相談があれば良良い。
⼀一⼈人暮らしや⾼高齢者の健康状態を把握しておくためにも⺠民⽣生委員や⾒見見守りの⼈人との連携
を密にする。
コロナのためにいろいろ⾏行行事がなかったが、地域の⾏行行事を今後どんどん⾏行行って地域の活
性化につなげてほしい。
地域で⼦子供の数が減少している。出産育児が安⼼心してできる環境を作ることが⼤大切切。
（経済⾯面や施設の充実）
夜間の灯りを増やす（下校時の⽣生徒の安全のため）
サロンの充実（内容と補助⾦金金増）
⾼高齢者、⼦子供達の遊び場、活動の場としての広場公園を増す。
⾃自然災害に備えて避難訓練や避難場所の周知や充実
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